
大人の『本気』が子どもの『志』を育む！ 

士幌町学校運営協議会【CS だより】KOKOROZASHI 
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令和 6 年度も上半期が終ります。 
 令和 6年度も間もなく上半期が終了となります。 

 前号までで、各校(園)の第１回運営協議会の概要を掲載しました。そこで紹介されていたような内容で、地域学

校協働活動が展開されています。 

 今回は、『地域みんなで 子供たちの未来を考える ワークショップのすすめ ─地域とともにある学校づくりに

向けて─』（ 制作●株式会社ノースプロダクション 《浦幌町》 文部科学省委託事業 「学校の総合マネジメント力の強化に関す

る調査研究」）から、一部を掲載します。今、行われている活動を通して、以下のようなメリットが実感されているか考え

ていただく機会にしてみましょう。 

 いかがでしょうか。「確かにそうだな」と改めて感じる部分、そして「そこまでは、いっていないかな」と感じる部分。

それぞれに振り返りながら、活動を進めていきましょう。 

 下半期は、「PDCA サイクル」でいうと「D（ｄｏ）」「Ｃ（check）」「A（action）」と進むことになります。上述の「メリ

ット」が実感できるよう、工夫していくことが大事になりますね。 

2024 

９ 魅力
～好き・尊敬・愛着・自信 

～創生・交流・夢・発信 

～発見・創出・体験・体感 

 
士幌の 
心 

ここ最近、テレビやネットでよく「CS」という単語を目にしますよね！しかし、ここでいうCSは“クライマッ

クスシリーズ”ではありません。「コミュニティ・スクール」なのです。私も昨年まではそっちのCSしか聞いたこ

とがありませんでした（汗）地域で子供たちを育てていこう、そういう教育ができる学校（園）にしよう！という

のがコミュニティスクールです。私は４月よりそんな取り組みの中の“地域と学校の架け橋”を担い、半年が経ち

ました。中央中学校では、さまざまな取り組みに関わらせていただき、私も生徒たちと出会いたくさんの学びをい

ただいています。下半期は各小学校、こども園、高校にもっと入り込み学校の活動を知り、地域とおつなぎできれ

ばと思っております！さて、そんな CSコーディネーターは、もう一つの CSのチケットもGETしたので、日ハム

応援に行ってきます～。                                    （服部） 


